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じゃじゃじゃーん。
これからえほん

「かまくらごんごろう
でんせつ」

の はじまり はじまり。
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なっちゃんは、おくののし
ょうがくせい。
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いぜん、とうきょうにすん
でいるしんせきのももちゃん
に
「おくののすばらしいところ
をあんないしてね」
と たのまれていた。ももち
ゃんは、いなかが、だいすき。
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そして、ももちゃんが、や
ってくることに・・・。
「あ！わすれてた」
と なっちゃん。びっくり！
どうしよう。
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「 おくのの
すばらしいところね・・・。
おくのにつたわるかまくらご
んごろうでんせつかな！

「どんな でんせつなの？
おしえて！」

くわしいことは、あきおさ
んにきいてみるか。いっしょ
にいってあげるよ。
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「たすけてー」
という さけびごえが、きこ
えてきた。
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あたりをみまわしてみる
と、なんとアリが、みずたま
りで、おぼれていた。

「あ！かわいそう」
と なっちゃん。いそいで、
すくいあげた。
「たすかった」
と アリさんは、よろこんで、
「このごおんは、かならず、
おかえしします」
と いってさっていった。
こうして、したみは、おわ

った。
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